
日本心理学会シンポジウム (2002年9月,広島).

20)正高信男 (2002)乳児の音声T百言古習得と身体運動.
筑波シンポジウム ｢動的脳機伐とこころのアメニテ

ィ｣ (2002年 11月,つくば).

◇諦訴

I) 小嶋祥三 (2002)認知神経心理学と動物の研究.慕

5回認知神経心理学研究会招待講演 (2002年 8月,

名古屋).

2) 小嶋祥三 (2002)話し言葉の起源 :最近の研究から.

第20回日本生理心理学会特別講演 (2002年 5月,東

京).

3) 正高信男 (2002)0歳児と絵本.第25回鹿児島県図

番館大会 (2002年 10月,鹿児島).

4) 正高信男 (2002)ヒトはなぜ子育てに悩むのか.千

どもの今を考える講演会 (2002年 11月,横浜).

5)'正高信男 (2002)愛情だけで子育てはできない.節

4回子育てフォーラム特別講演 (2002年8月,伊那).

6) 正高信男 (2002)0歳からのコミュニケーション.第

33回大阪府人権教育研究大会特別講演 (2002年 11

月,大阪).

7) 正高信男 (2002)ことばを受け継ぐ ｢育児詣｣のメ
カニズム.第21回サイエンティフィックライブ･サ

ビェンス (2002年5月,名古屋).

8) 正高信男 (2002)子育てと ｢父親力｣.子ども未来

セミナー第 10回講演会 (2002年 8月,姫路).

9) 正高信男 (2002)人類の本能としての手話理解.東

京都難聴言語研究会40周年記念講演会 (2002年 10
月,東京).

10)正高信男 (2002)赤ちゃんとことば.第17回国民文

化祭招待講演 (2002年 10月,鳥取).

ll)正高信男 (2003)老いはどのようにつくられるか?

京大病院老年内科公開市民講座特別講演 (2003年3
月,京都).

0行動発現分野
三上章允,中村克樹,脇田其活

{研究概要
All)色盲ザルの捕雑調査と生理学的 ･行動学的同定.

チンパンジーの色覚異常の検索

三上孝允,竹中修,後藤俊二,

加藤啓一郎,花輝明俊 (九州工業大学),

小松英彦 (生理研),

山森哲雄 (基生研),

小池智 (東京都神経研),

大西暁士 (生物物理),斎藤篤子 (東京大)

遺伝子レベルで色盲･色弱であると判定したカニク

イザルとチンパンジーで,色覚の生理学的,行動学的計

測を行った.

A･2)チンパンジー脳の発達過程

三上37_允,西村剛,田中正之,友永雅己,

松沢哲郎,鈴木樹理,加藤朗野,

松林清明,

後藤俊二,橋本ちひろ

平成 12年度に出生した3頭のチンパンジー脳形態

の発達を MRIを用いて計測し,発達に伴う脳サイズの

拡大と髄鞘化の進行を調べヒトによく類似しているこ

とを明らかにした.

A･3)学習課題遂行中ゐニューロン活動の時間特性とニ

ューロン･タイプ判定

三上]TC允,片井聡 (研修員),海野俊平,

加藤啓一郎,妾英男 (大阪大),

松元まどか
学習課題遂行中に細胞外記録したニューロン活動

のバース ト発射を手掛かりとして抑制性介在細胞を識

別する手法を開発し,課題遂行中の抑制性介在細胞の役

割を検討した.

A･4)視覚性注意,作業記憶に関与する脳内機構の研究

三上章允,井上雅仁 (教務補佐員)

注意シフトを伴う眼球迅軌 空間位伍記憶訊題遂行

中のサノウのPET計測結果を用い,活動部位の同定と活
動部位相互の情報の流れを解析した.

A･5)前頭葉障害患者の機能テスト

三上章允,官井一郎 (ボバース),林克樹,

捌雅子(誠愛リハビリ),
久保田琉 (日本福祉大)

前頭葉に障害のある患者さんで,前頭葉機能をテス

トし,障害部位と各種機能陪審との関係を解析した.

A･6)図形識別を担う視覚情報処理経路の研究

海野俊平,久能玲子,長坂泰勇 (立教大),

片井聡 (研修員),井上雅仁,三上章允

動きを手がかりとした図形m別課題耽題遂行中の

下部側頭皮質,MT野の神経細胞活動を記録･解析した.

A･7)報酬や嫌悪刺激-の前部帯状回,前頭眼寓回め関
与

加藤啓一郎,細川貴之,

井上雅仁,三上章允

報酬と嫌悪刺激の情報処理機構を前部帯状回,前頭

眼宿回から神経細胞活動を記録し解析を行った.

A･8)視覚探索課題遂行中の節四次視覚野の神経細胞活
動

猿渡正則,井上雅仁,三上孝允

視覚探索課題の脳内情報処理機構を第四次視覚野

から神経細胞活動を記録して解析した.

A･9)順序情報の情報処理機構の研究

井上雅仁 (教務補佐員),三上章允

視覚刺激の提示順序の情報の記憶を必要とする課

題遂行時のサルの前頭連合野から,神経細胞活動を記録

し,解析を行った.

B･1)サル頭頂間構後方領域の眼球位置制御における役
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割の研究

中相克樹,加藤朱美(教務補佐)
注視課題遂行中のサル頭頂間活後方領域にムシモ

ルを微量注入して,行動に表れる影響を解析した.

B-2)異なる情動価をもつ刺激に対する自律神経応答の

解析

倉岡康治(大学院生),中村克樹

異なる情動反応のビデオ刺激に対 してサルの呼吸

数や心拍数がどのように変化するのかを解析した.

B･3)サルの視野計測系確立の試み

笹岡正顕(共同研究員),中村克樹
_サルの視野を計測するために,眼球位置計測装置等

のシステムと臨床検査をもとにした学習課題を開発 し,

サルの視野計測を行なった.

B･4)ヒト脳機能の研究

中相克樹
顔や声の持つ情動情報の処理過程を.fMRIや EEG

などの装置を用いて検討 している.東北大 ･川島,日大 ･

泰経,静岡理工大 ･竹本らとの共同研究である.

B･5)老齢ザルにおける認知機能低下の研究

久保南海子,加藤朱美,中村克樹
フー ド･リトリーパル課題を用いて,サルの行動計

画能力の評価を試みている.

C･1)弁別訓練のサル一次視覚野の受容野特性に及ぼす

膨響

脇田真治
オペラン ト行動中のサルの一次視覚皮質から内因

性信号の記録を行った.

Cl2)サルの方位概念

脇田真晴
弁別後般化テス トあるいは検出訓練によって,サル

には方位の概念が水平,垂直;斜方の三つに分類される
ことがわかった.

C･3)サル水摂取行動の行動経済学的観察

脇田真晴
閉鎖環境において,FR値を変動させることにより

水の価格を調べた.
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分子生理研究部門

○器官調節分野
林基治,目片文夫,大石高生,清水慶子

■研究概要

A)並長類脳内生理活性物質-分布特性と発生 ･発達 ･
加齢

林基治,森琢磨(大学院生),

託見健(大学院生),

伊藤麻里子(教務補佐員),清水慶子

1)成熟マカクサルの中枢神経系におけ■るニューロ

トロフィンPT)-3のmRNA とタンパク質の分布を調べ
た.その結果,mRNAとタンパク質は,海馬,小脳,育
髄には大脳皮質の3-5倍多く存在し,NT-3はこれらの

脳領域の機能維持に重要であることが示唆された.また

第1次視覚野における mRNA とタンパク質の発達を調

べた結果,胎生期から新生児期までは mRNA とタンパ

ク質ともに成熟期の3-10倍も存在し,NT･3は発生初

期の霊長額大脳皮質の発達に重要であることが考えら
れる.

2)マカクサルの小脳における BDNF,NT-3,NT-4/5

の分布特性と発達を調べた.その結果,これらのニュー
ロトロフィンは,それぞれ異なった細胞局在とタンパク
量の発達に伴う変化を示した.従って霊長類小脳におけ

るニューロトロフィンの発現調節とその働きはそれぞ
れ異なっていると考えられる.

3)死産チンパンジー (胎生224日,オス)の前部帯

状回をニッスル染色した結果,大型のスピンドル細胞が
存在した.チンパンジーの前部帯状回にスピンドル細胞

が存在するという性質は,すでに胎生期に遺伝的に決定

されていることを示している.またこの時期に BDNF

を含有する錐体細胞がすでに存在していた.

B)イオンチャネルの開閉機構

目片文夫
細胞膜に存在し,細胞内外の電位差の保持の役割を

するイオンチャネルの開閉がいかなる機構により行わ
れるかは,現在の電気生理学上の最大の注目点である.

本機構の解明のために,パッチクランプ法による平滑筋

細胞膜 MaxiK チャネル単一電流の解析を行っている.

C)成長関連タンパクの脳内遺伝子発現に関する研究

大石高生,林基治

1)プロテインキナーゼ Cの基質で,細胞骨格の制
御に関わるMARCKSは,GAp-43やscGIOなどととも

に神経系の構造的可塑性に関わる成長関連タンパクで

ある.マカク属のサルの大脳皮質,小脳におけるSCGIO

mRNAやMARCKSmRNAの発達過程の畠変化や発現細

胞の分布を調べた.SCG10mRNAは大脳新皮質の全て
の領野で生後70日までに激減した.MARCKSmRNAを

強く発現する細胞は,幼君期には大脳皮質の全ての領野

でⅠⅠ眉からvI層に分布していた.しかし成体になると,

連合野ではⅠⅠ層からVI眉に分布していたが,一次感覚
野や運動野ではlV眉からVl眉に限られていた.このよ

うな部位特異的な発現が,成熟期の各部位の可塑性の違
いに関わっていると考えられる.

2)プロテインキナーゼCの基質で,細胞骨格の制御
に関わるMARCKSの遺伝子発現をマカクの成体の外側

膝状体で調べた.正常な状態では,全ての眉の投射ニュ

ーロンに強い発現が見られた.また,抑制性介在ニュー
ロンでは発現が全く見られなかった.片眼にテトロドト

キシンを注入し,視覚入力を遮断すると,外側膝状体の

うち視覚入力が遮断された層ではMARCKSmRNAの発

現が減少していた.MARCKS.の神経活動に依存した発

現が,サル成体の視党系の経験に依存した構造変化の分
子メカニズムであると考えられる.

D)MRlを用いた脳画像データベース作成

大石高生
ニホンザルは神経科学における重要な研究対象で

あるが,大脳皮質を記載した脳ア トラスが出版されてい

ない.我々は非侵襲的手法であるMRIを用いて,装置や

ソフトウエアの開発を行いつつ,ニホンザルの大脳を含
んだ電子的脳アトラスを作成中である.非侵襲的手法で

あることの利点を生かして同一個体の発達のデータを

集積し,これまでに発達に伴う脳の頭蓋内移動を確認し
た.

E)霊長類の生殖リズムの発現に関する研究

清水慶子,

伊藤麻里子(教務補佐員),林基治

l)各種霊長類の成長に伴う性腺系の変化および季
節繁殖リズムの発現機構を知る目的で,視床下部一下垂

体一性腺系に着目し,胎生期から性成熟に達するまでの

血中生殖関連ホルモン動態を調べた.本年度はマカクザ

ルにおいて,繁殖期,妊娠期のインヒビシ A及びBと

アクチビンの血中動態を調べ,生殖リズムの発現-の関

わりについて調べた.さらにレプチンと季節繁誠との関

連について検討をおこなった.また,併せて視床下部,

下垂体,性腺,胎盤の組織学的解析を行った.
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